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　農業委員会では、毎年、遊休農地の実態把握と違反転用発生防止のため、市内の農地をまわり農地パトロ
ールを実施しています。パトロールにより不適切な利用が確認された所有者などに対し、今後の農地利用に
ついて利用意向調査を行います。

農地パトロールの実施について（８月から１０月）

　農作業後に田畑から公道へ出る場合は、泥を落としてから走行するようにしましょう。道路に落ちた泥や土
の塊は、車の走行や歩行者の通行の妨げになり大変危険です。やむを得ず道路を汚してしまった場合は、速
やかに泥などの撤去を心がけましょう。

農作業に伴う道路の泥汚れ防止について（お願い）

　女性農業委員グループ「チームあゆみ」が女性にも安全に安心して農機具を取り扱っ
てほしいとの思いから企画し、多くの方にご参加いただきました。
　参加者からは「GPS付きトラクター運転などの貴重な体験ができた」「いつも使っ
ている農機具の安全な扱い方が分かり、有意義だった」との声をいただきました。

2ページに詳しく紹介しています。

好評！「女性のための農機具講習会」

E-mail／nougyou@city.ohtawara.tochigi.jp

大田原市 OHTAWARA CITY

写真は「女性のための農機具講習会」にて、笑顔の参加者・関係者一同集合写真



農業委員・推進委員
合同研修会開催

　東京都渋谷公会堂で開催された全国農業委員会会長
大会に、荒井会長、事務局とともに参加しました。大会
では、国に対する政策提案等の議案が審議され、すべて
原案通り議決されました。全国的に深刻な後継者不足
に対し、国がどう考え、方向づけるか注視していきたい
と思います。
　また、大会前には栃木県選出の国会議員に対して、県
農業会議國井会長から政策提案の要請書を渡しました。
米どころ大田原の農家の一員として、米価低迷や米余り
の問題を打破するため、高騰する輸入小麦に代わる「米
粉」に期待したいと思います。米粉製造工場設置に向け
た政策を国や県へ要望していきます。　（文：鈴木賢一）

最新のGPS付きトラクター
　　　　　に乗る参加者▶

　北滝・片田地区は、人・農地プランのモデル区域とな
り、プラン実行のための取り組みを行っています。
　３月には北滝・片田地域営農勉強会を開催し、当地域
がモデル区域となった経緯の説明や地域農業の将来計画
の具体的な取り組みや考え方について意見交換会を行い
ました。また、今後継続的に勉強会を開催していこうと、
新たに「北滝・片田の未来の農業を考える会」を立ち上
げました。
　６月の会合では、担い手・受け手の何らかの集落営農
組織を作らなければならないとの意見が出ました。今後
も話し合いを継続し、プラン実行を一歩ずつ進めていき
ます。　　　　　　　　　　  　　　　　（文：阿見芳）

人・農地プランの取り組み 
北滝・片田地区
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　本市農業委員会主催の研修会が開催され、来年度から
の農業委員会における最適化活動の推進について事務局
より説明を受けました。
　具体的には、最適化活動に係る目標が設定されること
や、人・農地プランの目標地図作成について、また、毎
月報告している委員としての活動記録について記入様式
が変更となるとの内容でした。
　変更となる活動記録簿は、活動時間や活動内容の詳細
　　　　　　　　　　　　　　を記載することになり、
　　　　　　　　　　　　　　 戸惑いを感じましたが、
　　　　　　　　　　　　　　日々の活動を書き留めて
　　　　　　　　　　　　　　　おき、習慣化できるよう
　　　　　　　　　　　　　　  に、取り組んでいきます。
　　　　　　　　　　　　  　　　　　   （文：髙瀨隆至）

5/316/4 全国農業委員会
会長大会・栃木県選出
国会議員への要請会に参加して

　農業委員会では、昨年に引き続き、「女性のための農機具
講習会」を開催しました。 市内在住の女性２１名と、視察研
修として高根沢町から２名の女性農業委員が参加。 ほ場
の準備や農機具の提供、講師には、今年もＪＡなすの・Ｊ
Ａなすのサービス （株） 、農機メーカーのご担当者に全面的
にご協力いただきました。
　農機具は、トラクター、管理機、草刈り機の 3種類を準備。 
GPS 付きのトラクターを操作した参加者からは感動の声
をいただきました。 最新の管理機が安全性に優れ、扱いや
すいことに皆さん驚いていました。 
　また、農機具の展示販売やファン付作業着、帽子等の農
業女子向け作業着販売コーナーも賑いを見せていました。
参加者の生き生きとした笑顔が素敵でした。 私たち女性
農業委員もこれからますます頑張ろうと気持ちを新たにし
ました。 今後も続けてほ
しいとの声が多く出てい
ますので、また開催でき
るようしていきます。 
　　　　（文：相馬和恵）
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委員活動
報告

委員活動
報告女性のための

　　農機具講習会を開催

農業委員・推進委員
合同研修会開催

北滝・片田地域営農勉強会の様子

衆議院第一会館にて　　　↑荒井会長と鈴木職代

市ホーム
ページで
動画を
掲載中

◀管理機の
　指導を
　受ける
　参加者
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市内各地区で活動する

　農地利用の最適化のため、担当地区の農地を定期的にパトロールし、農業委員や農業公社
と連携し、農地の貸借や売買のあっせん、遊休農地の発生防止・解消、新規就農の促進など
を行っています。市の非常勤特別職の地方公務員です。
　農地に関する困りごとがありましたら、私たち農地利用最適化推進委員にご相談ください。

農地利用最適化推進委員についてご紹介します

渡邉政義推進委員長 ◆主な活動内容◆
　人・農地プラン、地域農業者の
話し合いのコーディネートをして
います。

　農地をパトロールし、地域の農地
が適切に利用されているか確認。ま
た、遊休農地の発生防止・解消に努
めています。

　農地の出し手と受け手の意向につ
いて聞き、農業委員や農業公社と連
携し、調整をします。

　農地転用許可申請等の現場を確認
し、現場の意見を農業委員会総会に
届けています。

　地域の農業の担い手（新規就農者）
を発掘、相談・就農後のフォローを
します。

◆各地区の農地利用最適化推進委員◆ 任期：令和２年７月20日～
　　　令和５年７月19日

農地利用最適化
推進委員紹介
ページ

　那須与一の郷「農産物直売館」
は、よいち産直会の会員が心を込
めて育てた新鮮野菜や果物のほか、
大田原のお米、農産物加工品、お
花などを販売しています。
　８月上旬からは梨の販売もスタ
ート。栃木で生まれた新品種「お
りひめ」も販売します！
　８月１１日から１３日の３日間は、
お盆切花をご提供させていただき
ます。
　地元で生産された旬の果物や野
菜を使った手作りジェラートもお
すすめ♪ぜひお立ち寄りください。
　　　　　　　　  （文：農政課）

◆休館日　
　年始（１月１日～３日）、１２月　
　から翌年２月までの毎週月曜日
◆営業時間
　農産物直売館及び加工・物産館　
　9：00～17：00
　（冬季は営業時間が異なります。）
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道の駅那須与一の郷
「農産物直売館」

　（南金丸1584-6 ☎23-8641）
の
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（よいち産直会）



　父から経営を受け継いだ際に、経営を見直し、友人
から節税になると聞いていた農業者年金に40歳になる
前にご夫婦で加入しました。
　「入らないと損ですよ」と剛雄さん。「自分で積み
立てておくのは難しいので、年金として積み立てなが
ら節税できることは魅力」と友枝さん。

8月中旬頃からみずみ
ずしい梨が出来てきま
す♬
「つのだ果樹園」にお立
ち寄りください。

角田　剛雄さん（40）
　　　友枝さん（41）
　　　　　　（佐久山）

つのだ　　たけ お

　　　　　ともえ
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連載

　農業の担い手は高齢化、後継者不足が進み、地域
の農地をどう守るかが見通せません。これを解決す
るには人・農地プランの実行が不可欠です。各行政
関係機関と連携し地域に合ったプラン実行に取り組
んでいきます。　　　　　（副編集委員長　阿見芳）

編 集 後 記

加入のご相談は農業委員会事務局またはＪＡ窓口まで

で豊かな未来をで豊かな未来を農 業 者 年 金農 業 者 年 金

これから就農する方への
メッセージ

　農業は体力仕事なので向き不向きはあると思い
ますが、居心地のとてもよい環境で日々仕事がで
きます。興味ある方は、ぜひ見に来てください。

　２年前まで東京でコンピュータ会社にお勤めされて
いた敬さん。新型コロナの影響で在宅勤務が続き、部屋
から一歩も出ない日もある中で、ご両親のことが心配に
なり、実家に戻り就農することを決意されたそうです。
　現在、家族経営で、冬春トマトを約30㌃、夏秋トマト
を13㌃、水稲８㌶を生産し、市内のスーパーや市場に出
荷しています。
　また、敬さんが戻ってきてまもなく、近所でトマト栽
培をやめる方からハウス約17㌃を譲り受けました。コ
スト節減にと、移築作業を頑張っており、今秋の定植に

向け、準備されています。
　一方、吉成さん宅では、農家民泊で毎年多くの学生を
受け入れています。今年５月には横浜からの中学３年生
５人を２泊３日で受け入れました。民泊は色々な出会
いや新たな発見があり、これからもぜひ続けていきたい
とのことです。
　今後については、「自分には恵まれた環境があるの
で、父から生産技術を受け継ぎ、仕事としてしっかりや
っていきたい」ということです。また、地域の高齢化で、
稲作を頼まれることが多くなってきているので、受け手
として、地域の農地を守っていきたいとのことでした。
　インスタグラム【♯吉成トマト】で発信していますの
で、フォローをよろしくお願いします。

第7回 吉成 敬さん（蛭畑）

（聞き手：秋本則夫）

▼ 8 月下旬から出荷
 　予定のミニトマト。
　 味の違いを楽しん
　 でください♪

今回は大田原市蛭畑にお住まいの「吉成　敬」さん（30歳）をご紹介いたします。

よしなり たかし

第２８回 農業委員会だより
全国コンクール
　このたび全国農業会議所主催の第２８回  「農業委員会だ
より」全国コンクールで「大田原市農業委員会だより」が、
全国第２位となる優秀賞を受賞しました。
　今後も「農業委員会の活動を地域の皆様方にご理解して
いただきたい、また地域農業に親しみを持ってもらいた
い」との思いで編集委員一同、記事執筆、編集に一層努力
していきます。　　　　　　　（編集委員長　助川悦夫）

令和３年度 優秀賞
受賞！

左上から　髙瀨隆至・秋本則夫・笹沼保治・越沼良
　　　　　屋代幸子・阿見芳・助川悦夫・相馬和恵


